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要旨 
岡山大学言語教育センター英語系では、平成２６年度後期終了時に、学生に対するアン
ケートを実施した。その目的は、２５年度より開始した英語新カリキュラムにおける、学
生の英語力伸長度の自覚、英語学習への動機付け、英語に対する自信について調査するこ
とである。アンケートは紙媒体を使用せず、インターネットによる回答とし、学生が回答
するか否かは任意とした。本稿はその結果報告である。 
     
キーワード：英語新カリキュラム、アンケート、スピーキング、リーディング、ライティ
ング、リスニング、動機付け、自信、TOEIC 
 
１ 平成２６年度英語アンケートについて 
英語新カリキュラムが開始されて２年目の平成２６年度学年末に、学生アンケートを実施し
た。アンケートの目的は、学生の英語力伸長度の自覚、英語学習への動機付け、英語に対する
自信について、調査するためである。 
このアンケートは、英語新カリキュラムを開始した２５年度においても実施した。２５年度
は、紙媒体を利用して、アンケートを授業中に実施し、１年生から１,９６０もの回答が得られ
た。しかし２６年度は、授業担当教員の負担を軽減するため、インターネットを利用したアン
ケートを実施した。 
具体的には、２７年１月２３日に、本学の全１・２年生に対しメールを送信し、インターネ
ット上での回答を依頼した。各教員にも、学生にアンケート協力の依頼をするように要請した。
アンケートの締め切りは２月１０日とした。 
その結果、２９４の回答が得られた。全学で１学年の定員が２,１５８名とすると、アンケー
ト対象者は１，２年生の４,２１６名であり、回答者は全体の７％弱であった。 
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２ アンケートの内容 
 アンケートの内容は、２５年度のアンケート実施時に言語教育センター英語系のネイティブ
教員が作成したものを使用し、これに「学生にとっての TOEIC テストの意義」や、「学生の
TOEIC テストへの取組の度合い」に関する、２項目を新たに加えた。その理由は、岡山大学
では「全学統一 TOEIC-IP テスト」を、入学時、１年次１２月、２年次１２月に実施しており、
学生の TOEIC テストに対する態度を知ることは重要と考えたからである。具体的には、以下
のようになる。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
入学後に受講した全ての総合英語授業に関して、下記の質問に答えてください。 
 
1. ４月以降、新たなコミュニケーションスキルや方法（英語を使って理解する能力）を身
につけることができた。 
Since April, I have acquired new communication skills and strategies (my ability to use and 
understand English). 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
       
2. 前より英語をスムーズに話せるようになった。  
I am able to speak English more smoothly than before. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
3. 前より簡単に英語の文章で表現できるようになった。 
I am able to express myself in written English more easily than before.       
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
4. 読むのが前より早くなった。 
My reading speed has improved. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
5. 前よりも自然な速さで話されている英語を理解できるようになった。 
Compared to before, I can understand English spoken at a natural rate. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
6. 英語に関する知識（例．語彙や文法など）が増えた。 
I have improved my knowledge of English (e.g. vocabulary, grammar). 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
7. 英語を学びたいという気持ちが高まった。 
My motivation for learning English has increased. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
8. 英語を使うことに自信が持てるようになった。 
  My confidence to use English has increased. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
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9．私にとってTOEICスコアを伸ばすことは重要である。 
   Improving my TOEIC score is important to me. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
10. 12月のTOEICテストで、私は全力を尽くして受験した。 
   During the last TOEIC test in December, I was fully focused and motivated to do my best. 
全くそう思わない  1  2  3  4  5  6  7 非常にそう思う 
 
11.今後どのスキルを重点的に学習したいですか。（複数回答可） 
 
  1：スピーキング  2：リーディング  3：ライティング  4：リスニング 
 
12．岡山大学で１年間英語を学習して、思ったこと、感じたことがありましたら、以下に書い
て下さい。 
 
（回答） 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
３ アンケート結果 
３－１ 全体のアンケート結果 
項目番号１～８（各スキルの伸長度、動機付け、自信に関して） 
回答数：２９４（１年生：１５０，２年生１４４）  
参考までに、２５年度の数値も記しておく。また、各項目に関して、数値が４以上は太字で、
３未満は斜体で表し、以後の表でも同様とする。 
（表１：項目番号１～８の結果） 
項目番号 内容 1 年生 2 年生 全体 25 年度（参考）
１ コミュニケーション 3.8 3.5 3.7 4.5
２ スピーキング 3.6 2.9 3.3 4.2
３ ライティング 3.6 3.3 3.4 4.3
４ リーディング 3.4 3.3 3.4 4.2
５ リスニング 4.0 3.4 3.7 4.4
６ 語彙・文法 3.3 3.2 3.3 4.1
７ 動機付け 3.9 3.7 3.8 4.6
８ 自信 3.2 2.8 3 3.8
（コメント） 
○全体的に、２５年度の数値と比べると、２６年度は数値が低い。この理由は、２５年度は授
業出席者全員が回答したのに対し、２６年度は回答が任意になったためと考えられる。 
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○１年生より２年生の方が、数値が低い。２年生は、専門科目により多くの時間を向けるよう
になるため、英語学習の時間が減少したためと考えられる。 
○特に、２年生の「スピーキング」と「自信」の数値が低い。「スピーキング」の数値に関して
は、現行のカリキュラムには、２年生にはスピーキングの必修科目がないことと関係している
と考えられる。 
○「動機付け」の数値は比較的高いが、「自信」の数値は低い。 
 
項目番号９～１０（TOEIC に対する態度） 
 回答数：２９４（１年生：１５０，２年生１４４） 
（表２：項目番号９～１０の結果） 
項目番号 内容 １年生 ２年生 全体 
９ TOEIC は重要か 4.8 4.5 4.7 
１０ １２月の TOEIC で尽力したか 3.6 3.9 3.8 
（コメント） 
○１･２年生ともに、TOEIC の重要性を認識してはいるが、TOEIC テストへの取組の度合い
は、重要性を認識しているほどではないと考えられる。 
○「TOEIC の重要性の認識」では、１年生が 4.8、２年生が 4.5 と、１年生の方が数値がやや
高いが、「１２月の TOEIC テストで尽力したか」という項目では、１年生が 3.6、２年生が 3.9
となり、数値が逆転している。 
○参考として、２６年１２月の TOEIC スコアは、１年生回答者の平均点は５２３点（入学時
５１６点）、２年生回答者の平均点は５０４点（入学時４７６点）であった。 
 
項目番号１１ 重点的に学習したいスキル 
 回答数：２９４（１年生：１５０，２年生１４４、複数選択可） 
（表３：項目番号９の結果） 
学習したいスキル １年生 ２年生 合計 
スピーキング 101 94 195
リーディング 62 58 120
ライティング 38 39 77
リスニング 85 75 160
（コメント） 
○「重点的に学習したいスキル」に関しては、１・２年生ともに「スピーキング」と「リスニ
ング」が多く、その次に「リーディング」「ライティング」の順であった。 
○特に「ライティング」を学習したいという学生が少ない。  
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３－２ 学部別のアンケート結果 
以下に学部別のアンケート結果を記す。１年生と２年生を分けて記す。学部は、以下のよう
に学部名を略す。文学部：「文」、教育学部：「教」、法学部：「法」、経済学部「経」、理学部「理」、
医学部医学科：「医」、医学部保健学科：「保」、歯学部：「歯」、薬学部：「薬」、工学部：｢工｣、
環境理工学部：｢環｣、農学部：「農」、マッチングプログラムコース：「マ」。また、学部の略称
の後に各学部の定員を記す。 
（表４：項目番号１－８の学部別結果：１年生） 
学部 回答数 
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライ
ティン
グ  
4.リー
ディン
グ  
5.リス
ニング 
6.語
彙・文
法 
7.動機
付け 
8.自信 
文 (175) 34(19%) 3.9 3.9 3.7 3.5 4.4 3.4 4.3 3.1 
教 (280) 16(6%) 3.5 3.1 3.6 3.1 3.8 3.8 3.9 3.0 
法 (205) 14(7%) 4.1 3.8 3.6 3.6 3.8 3.4 4.5 3.7 
経 (205) 11(5%) 3.8 4.4 4.5 3.7 4.5 3.1 4.3 4.4 
理 (140) 7(5%) 3.1 2.9 2.6 2.9 2.6 2.7 2.9 2.4 
医 (115) 6(5%) 3.7 4.0 3.2 3.3 4.3 3.2 4.2 2.8 
保 (160) 12(8%) 3.5 3.7 3.9 3.5 3.4 3.3 3.8 3.3 
歯 (48) 5(10%) 4.4 3.8 4.4 4.0 5.2 3.8 4.0 3.6 
薬 (80) 5(6%) 3.6 2.6 2.6 1.8 3.6 1.8 3.6 3.0 
工 (460) 22(5%) 4.5 3.9 3.8 4.0 4.4 4.0 4.0 3.2 
環 (150) 7(5%) 3.9 3.0 3.1 2.7 3.7 2.7 3.9 2.7 
農 (120) 10(8%) 3.1 3.0 2.9 2.5 3.2 2.3 2.3 2.4 
マ (20) 1(5%) 4.0 4.0 3.0 5.0 4.0 3.0 5.0 4.0 
全体(2158) 150(7%) 3.8 3.6 3.6 3.4 4.0 3.3 3.9 3.2 
 
（コメント） 
○文学部の学生が比較的回答率が高い。 
○経済学部、歯学部、工学部、マッチングプログラムコースで、全体の数値が比較的高い。 
○理学部、薬学部、農学部で、全体の数値が低い。 
○「リスニング」は６つの学部で、「動機付け」は７つの学部で、数値が４以上であった。 
○「語彙・文法」と「自信」は４つの学部で、数値が３未満であった。 
○全体的に、英語学習への「動機付け」に対する数値は高いが、それが「自信」へと繋がらな
いようである。 
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（表５：項目番号１－８の学部別結果：２年生） 
学部 回答数 
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライ
ティン
グ  
4.リー
ディン
グ  
5.リス
ニング 
6.語彙・
文法 
7.動機
付け 
8.自信 
文 (175) 14(8%) 3.1 2.7 2.9 3.4 3.1 3.7 3.2 2.4 
教 (280) 15(5%) 3.5 2.7 3.1 2.9 2.9 3.2 3.7 2.5 
法 (205) 15(7%) 3.7 3.2 3.7 3.3 3.2 3.3 4.1 2.9 
経 (205) 5(2%) 3.6 4.0 4.2 3.2 4.0 3.8 5.0 4.2 
理 (140) 8(6%) 3.1 2.5 2.8 3.1 3.4 3.0 3.4 2.5 
医 (115) 8(7%) 4.5 4.3 3.4 4.3 4.5 4.3 4.0 2.8 
保 (160) 16(10%) 3.1 2.0 2.8 2.7 2.9 2.6 2.8 2.1 
歯 (48) 0(0%) - - - - - - - -
薬 (80) 7(9%) 3.7 2.9 4.1 3.4 3.4 3.7 3.4 3.4 
工 (460) 31(7%) 3.2 2.9 3.2 3.0 3.4 2.8 3.6 2.9 
環 (150) 10(7%) 3.9 3.4 3.2 3.8 3.6 3.3 4.5 3.0 
農 (120) 15(13%) 3.9 3.3 3.7 4.3 4.3 3.4 3.7 2.9 
マ (20) 0(0%) - - - - - - - -
全体(2158) 144(7%) 3.5 2.9 3.3 3.3 3.4 3.2 3.7 2.8 
 
（コメント） 
○経済学部、医学部医学科では、全体の数値が比較的高い。 
○医学部保健学科では、全体の数値が低い。１年生と比較すると、差が著しい。 
○１年生と比較して、２年生では全体に数値が低いが、「スピーキング」の数値が２年生の方が
特に低い。６つの学部で、「スピーキング」の数値が３未満である。しかし、経済学部と医学部
医学科では「スピーキング」の数値が４以上である。 
○「語彙・文法」は、１年生同様に低い。 
○１年生と同様、英語学習への動機付けに対する数値は高いが、それが自信へと繋がらないよ
うである。「自信」は、８つの学部で数値が３未満であった。 
○２年生になると、英語及び英語授業への関心が減少すると思われたが、回答数はそれほど変
わらなかった。逆に、理学部、医学部保健学科、薬学部、工学部、環境理工学部、農学部では、
２年生の方が回答数が多い。 
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３－３ 英語力とアンケート結果の数値の関係について 
ここでは、学生の英語力とアンケートの回答の相関関係を見る。学生の英語力は、回答した
学生が２６年１２月時点で受験した TOEIC テストのスコアの最高点とした。一度も TOEIC
テストを受験していなかった学生の回答は対象から除外した。 
（表６：英語力と項目１～８の数値の関係：１年生） 
TOEIC ス
コア 
回答数 
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライテ
ィング 
4.リー
ディン
グ 
5.リスニ
ング 
6.語彙・
文法 
7.動機
付け 
8.自信 
>800 4 4.8 3.5 4.8 4.3 5.0 4.3 4.3 4.5 
795-700 17 4.3 4.2 3.9 3.5 4.9 3.4 4.6 4.1
695-600 34 4.2 4.1 4.0 3.4 4.6 3.7 5.1 3.7
595-500 41 3.8 3.4 3.2 3.3 3.8 3.2 3.7 2.9 
495-400 38 3.4 3.4 3.3 3.3 3.6 3.2 3.7 2.9 
400> 15 3.5 3.2 3.9 3.3 3.2 3.2 2.8 2.3 
 
（表７：英語力と項目１～８の数値の関係：２年生） 
TOEIC ス
コア 
回答数 
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライテ
ィング 
4.リー
ディン
グ 
5.リスニ
ング 
6.語彙・
文法 
7.動機
付け 
8.自信 
>800 4 5.3 4.8 5.0 5.3 5.3 5.3 5.3 4.8 
795-700 14 3.2 3.1 3.7 3.2 3.6 4.4 3.8 3.2 
695-600 31 4.1 3.3 3.3 3.4 3.7 3.4 4.3 2.8 
595-500 47 3.4 2.9 3.3 3.5 3.5 3.1 3.6 2.7 
495-400 35 3.2 2.7 3.0 3.1 3.1 2.8 3.2 2.5 
400> 11 2.5 2.4 2.3 2.6 2.4 2.7 2.9 1.8 
（コメント） 
○本学の TOEIC スコアの平均が４６０～４８０点とすると、１・２年生ともに、回答者の８
０％以上が平均点以上のスコア保持者である。 
○１年生２年生ともに、英語力が高い学生ほど数値が高い。 
○１年生と比較して、２年生は英語力の高低で、数値の開きが大きい。英語力の高い学生は英
語力の伸長度を実感しており、英語力の低い学生も自分の英語力について自覚していると考え
られる。 
○４技能に関して見ると、以下のことが言える。 
 ・１年生では、「スピーキング・ライティング・リスニング」に関しては、TOEIC スコアが
６００点未満の学生の回答から数値が大幅に低くなる。一方、「リーディング」に関しては、
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８００点未満の学生の回答から数値が大幅に低くなる。学生は、TOEIC スコアがある程度
高い者でも「リーディング」力の伸長を自覚していないと考えられる。 
・１年生の「スピーキング」で、８００点以上の学生の回答が 3.5 となっているが、これは
学生の自分の英語力を判断する基準が高いため、と考えられる。 
 ・２年生では、各項目で、TOEIC スコアが８００点以上の学生の回答は数値が高いが、８
００点未満の学生の回答から、数値が大幅に低くなる。 
 ・２年生の「スピーキング」では、７００点台の学生の回答の数値は 3.1 であるのに対し、
６００点台の学生の回答の数値は 3.3 である。同様に、２年生の「リーディング」では、７
００点台の学生の回答の数値が 3.2 であるが、６００点台の学生の回答の数値は 3.4、５０
０点台の学生の回答の数値は 3.5 である。これは、先程も触れたが、英語力が高くなると、
学習者はより高い基準で自分の英語力や英語力伸長度を判断する傾向があるからと考えられ
る。 
○「動機付け」は１･２年生とも、６００点未満の学生の回答から、「自信」は１年生が７００
点未満の学生の回答から、２年生が８００点未満の学生の回答から低くなる。２年生で「自信」
の数値が低いのは、英語に接する時間が減少するからであろうと考えられる。 
 
３－４ TOEIC スコア伸長度とアンケート結果との関係について 
 ここでは、学生の TOEIC スコア伸長度とアンケート結果の関連について考察する。「TOEIC
スコア伸長度」に関しては、１年生は４月と１２月の全学統一 TOEIC-IP テストの成績の伸び
を、２年生は昨年１２月と今年１２月の全学統一 TOEIC-IP テストの成績の伸びを考える。 
（表８：TOEIC スコア伸長度と項目１～８の数値の関係：１年生） 
TOEIC スコ
ア伸長度 
回答数
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライ
ティン
グ 
4.リー
ディン
グ 
5.リス
ニング
6.語
彙・文
法 
7.動機
付け 
8.自信
>100 13 4.4 4.4 4.2 3.8 4.7 3.8 4.9 3.9 
100-55 26 4.1 3.8 3.5 3.7 4.2 3.3 4.3 3.5 
50-0 44 4.0 3.7 3.7 3.9 4.4 3.5 4.0 3.1 
-5-(-50) 29 4.1 4.1 4.0 3.2 3.8 3.1 3.9 3.5 
-55-(-100) 24 3.2 2.8 3.0 2.5 3.4 3.3 3.2 2.7 
<-100 8 3.3 3.0 3.0 3.1 3.4 3.3 3.4 2.8
 
 
 
 
 
荻野　勝
－  110  －
（表９：TOEIC スコア伸長度と項目１～８の数値の関係：２年生） 
TOEIC スコ
ア伸長度 
回答数
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライ
ティン
グ 
4.リー
ディン
グ 
5.リス
ニング 
6.語彙・
文法 
7.動機
付け 
8.自信 
>100 11 3.6 3.4 3.3 2.7 4.0 2.9 4.1 3.3 
100-55 18 3.3 3.2 3.7 3.2 3.3 3.2 3.8 2.7 
50-0 31 3.9 3.5 3.8 3.5 4.0 3.5 3.7 3.2 
-5-(-50) 35 3.3 2.7 3.1 3.4 3.2 2.7 3.7 2.7 
-55-(-100) 22 3.2 2.4 2.5 3.0 3.1 3.5 3.8 2.2 
<-100 15 3.1 2.5 2.7 3.3 2.7 3.0 2.8 2.3 
（コメント） 
○全般的に TOEIC スコアの伸長度が高いと、アンケート結果の数値が高い。 
○１･２年生の「リーディング」に関して、TOEIC スコア伸長度が高くても、数値が高くない。
TOEIC スコアは伸長しても、学生がリーディング力の向上を実感していないようである。リ
ーディングは、実際の実力があるレベルまで達しないと、伸長度を自覚できないものと考えら
れる。 
○２年生に関しては、TOEIC スコア伸長度が「５０点まで」のグループの数値が高い。これは、
このグループの学生の前回 TOEIC スコアがすでに高かったため（５００点以上が１７名）、学
生の英語力が向上しても、それが TOEIC スコアの伸長度に反映されなかったためと考えられる。 
 
３－５．男女間に見られるアンケート結果について 
 本アンケートに回答した学生を男子学生と女子学生に分けて、数値を比較した。結果は以下
のようになる。 
（表１０：男女間の項目１～８の数値の関係について） 
  
回答
数 
1.コミュ
ニケー
ション 
2.スピ
ーキン
グ 
3.ライ
ティン
グ 
4.リー
ディン
グ 
5.リス
ニング 
6.語彙・
文法 
7.動機
付け 
8.自信 
男子学生 145 3.7 3.6 3.7 3.6 3.9 3.5 3.8 3.2 
女子学生 147 3.6 3.0 3.2 3.1 3.5 3.0 3.7 2.7 
（コメント） 
○男子学生と女子学生、ほぼ同数が回答した。 
○２６年１２月の全学統一 TOEIC-IP テストの平均点が、上の男女グループでは、男子学生が
５２３点、女子学生が５２２点で、ほぼ同じであった。 
○しかし全体的に、男子学生の方が数値が高い。このことは、自分の英語力伸長度について考
えるとき、女子学生の方がより高い基準を持っていることを示していると考えられる。 
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平成２６年度英語新カリキュラムアンケート結果について ――英語力伸長度の自覚と動機づけをめぐって――
４．自由記述欄（項目１２）について 
  自由記述欄には、１１６の回答があった。１行の簡単な回答もあれば、何段落にも渡って大
学英語教育を論ずる回答もあった。  
以下に、自由記述の内容の一部を記す。 
○ネイティブの先生の授業は楽しかった。力がついた。（他、多数） 
○効果的な授業が多かった。  
○レポート等で大変だったが、良い授業だった。 
○英語力が高まり、そのおかげで自信がついた。 
○総合英語５の e-learning やプレゼンテーションの授業が良かった。 
○同一科目なのに、教員によって授業内容や評価基準が異なる。 
○もっと専門の勉強をしたいのに、英語に時間を奪われてしまった。（主に２年生） 
○鹿田キャンパスから英語授業のためだけに津島キャンパスに来るのが大変で、意欲を削がれ
た。 
 
５．結び――平成 28 年度へ向けて 
平成２７年１月２３日から２月１０にかけて実施した、平成２６年度の英語新カリキュラム
に関するアンケートは、インターネットによる回答であったため、回答率が７％弱というかな
り低いものであった。そのため、データ分析の数値が必ずしも全体を反映しているとは言えな
いかもしれないが、いくつかの改善が求められている分野が明らかになったと考える。英語系
では、これらの改善点を検討しながら、今後の英語教育の発展へとつなげて行きたいと考えて
いる。 
 例えば、「スピーキング」について以下のようなことが言える。３－１で触れたが、学生のス
ピーキングの伸長度の自覚が１年生は 3.4 であるのに対し、２年生は 2.9 である。これは現在
のカリキュラムでは、２年生にスピーキングのクラスが必修でないことにも起因していると考
えられる。平成２６年度では、２年生は「総合英語５（プレゼンテーション）」のクラスを履修
できるが、これは必修科目ではない。この点を鑑みて、平成２７年度からはカリキュラムを変
更し、「総合英語（プレゼンテーション）」を必修科目とした。 
 平成２８年度からは、岡山大学では「６０分授業・クォーター制」のもと、また新たな英語
教育カリキュラムが開始される。このアンケートで得られた結果を参考にしながら、新カリキ
ュラムにおける英語授業の充実を目指していきたい。 
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